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１．検討の背景

２．現状と課題

３．本ＷＧのねらい

・操縦士の高齢化に伴う大量退職時代の到来、整備士の
主要養成機関である航空専門学校の入学数半減を踏まえ
ると、安全運航を堅持し今後の航空需要を支えるために
は、操縦士・整備士の「裾野の拡大」は喫緊の課題

• 我が国の操縦・整備業界における女性活躍の阻害要因を実態調査等によって洗い出し、海外や他業界
での成功事例等を参考に、（１）なり手の拡大、（２）職員の定着 を軸に、女性活躍推進のための
対策の方向性について検討・取りまとめ

・我が国の操縦士の女性比率は「1.9%」。諸外国・
国内他モードとの比較でも低い。

20代の女性比率の上昇に伴い30代以降の比率上昇
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世界
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タクシー 船員
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※主要航空会社 ※主要航空会社
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15%
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整備

・整備士の女性比率は「5.1%」。諸外国等よりは高い

20代以降は約15%と比較的高いが、最近横ばい、かつ、
30代以降への波及が見られない（退職者が多い可能性）

日本操縦の女性比率：1.9%

世界
(航空整備)

国内
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＜航空専門学校の入学数＞
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＜現在操縦士の年齢構成＞

（出典： 国土交通省航空局 就労実態調査）
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日本整備の女性比率：5.1%

山の位置
がシフト

低く横ばい 差が縮まらない

女性活躍推進はリスク管理の観点からも重要

・Ｒ６年６月の有識者検討会の中間とりまとめで、女性
比率の低さから「ＷＧを設置し年度末目途に女性活躍推
進の対策の検討が必要」と提言
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女性の活躍を妨げる要因①～なり手～

１．なり手が増えない → 特に操縦士

Ｒ５ Ｒ６

(独)航空
大学校※

５名
（4.6％）

６名
（5.6％）

私立大学
等(7校平均)

23名
（12％）

26名
（14％）

※航空大学校は航空会社操縦士の約
４割を養成

関心ある職種 割合

１位 客室乗務員 44%

２位 グラハン（カウンター） 42%

～ ～ ～

５位 管制官 13%

６位 操縦士 12%

７位 整備士 8%

▼ 女性の学生(1,200名)、現役管制官・客室乗務員(1,175名)にアンケート

※操縦士に関心ある者のうち、多くが身体検査基準が高いという理由で就職活動を断念

・ Ｒ６年度、航空会社への新
規採用者のうち、男女割合は
操縦士は15：1、整備士は
6：1程度

(独)航空大学校 私立大学等 航空会社

身長
158cm以上

※航空機の設計基準「158cm～191cmの者
が適切に操縦できること」等

なし なし

筆記
試験

英語、適性検査、時事、
数学(一部数Ⅲレベル)、物
理・気象(共通テストレベル)

※2年間で確実にライセンスを取得

英語、数学（数Ⅱレベ

ル）、物理・国語選択
式等、適性検査

ＳＰＩ、英語、
適性試験

① 「男性の仕事」というイメージの定着（「女性が少ない」状態が大きな要因に）

女性比率の低さ

は、入学要件が

要因の一つであ

る可能性

② 航空大学校の入学要件

５割以上が

「女性パイロット不在によ
るイメージ」が影響と回答

・パイロットは女性
が仕事しやすい？

・客室乗務員・管制官
が操縦士を選ばなかっ
た理由は？

約３割が

「女性パイロットを見
たことなく（イメージ

しづらい）」と回答

ＹＥＳ

20%
・ 特に比率の低い操縦士で
は、女性操縦士の存在・魅
力が学生に認識されず、結
果、誤ったイメージ定着等
によって職業選択肢からの
除外につながる状況

<ＮＯの理由>
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女性の活躍を妨げる要因②～離職～

２．離職の状況

①先の見えない不安感
・孤独感

②年齢を重ねることによる
体力面での不安

周りに女性が少ない組織では、

・制度はあるが使いづらい雰
囲気

・孤独感・相談相手の不在

・今後のキャリアが不透明

・ 特に整備士では、年齢を重
ねること等による「体力面・
能力面」の問題によって、将
来の業務継続性に不安を抱え
ている状況

・ 女性整備士は男性よりも離職する割合が
高く（1.5倍～2倍程度）、入社時の女性比率
の維持が困難（操縦士では差なし）

・整備ライセンス取得には学科試
験合格から「２年以内」に技能
審査受験が必要

③ライセンス制度の影響

・この間に育休取得すると、学
科試験の受け直しが必要とな
るケースが多い

・ 航空会社・所属する操縦士・整備士へヒアリング
を行った結果、業務継続に不安を感じる主な要因
は以下のとおり

※操縦士も同様
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（参考） 国内先進事例、国際的な取組

理工系大学の女性枠
（クオータ制※）

日本の事例

特徴に応じた各社取組

・自動車業界も体
力面で不安を抱く
女性多数

・国交省・業界団
体が連携で、整備
業界での女性活躍
にむけ、「女性も
使いやすい工具・
機器」をまとめ周
知

・企業特性に応じた様々な取組を
経営者のリーダーシップによっ
て推進

・理工系分野での大学・社会での多
様性確保・イノベーション創出等
を目的

・令和６年度入試では、国公立だけ
でも３０大学３７学部が導入し、
女性比率を向上(即効性・副次効果期待)

自動車整備士

世界の状況

操縦士 整備士

アジア/太平洋 ６．２％ ４．４％

アフリカ ５．２％ ２．８％

北米 ４．６％ ２．６％

欧州 ４．２％ ４．１％

日本 １．９％ ５．１％

全体 ４．７％ ３．１％

オーストラリア （7.5%）

【政府/航空局】

• 航空局と業界の連携し年
間予算400万豪ドルで女性
就業促進に係る啓発等を実
施（女性の学生や保護者・学校

教員へも働きかけ）

（学生向け啓発サイト）
【航空業界】

・ 業界団体が、ガールスカウト団
体に所属する女性に向けた幼少期
からのSTEAM関心喚起の一環でプ
ログラムを提供

名古屋工
業大学

Ｈ５ 
 １．３％

Ｈ６ 
 １０．６％

東京科学
大学

Ｒ５ 
 １１％

Ｒ６ 
 １５％

アイルランド （9.9%）

専用ＨＰ画像→

取組
企業/女性
比率

シフト
勤務

・365日24時間利用可
能な保育所の設置等

ＪＲ東
19％

育休
・上司を対象にセミ
ナーや専門研修を実施

清水建設 

 18.5％

女性少
数

・入社目標数を設定
丸紅
50％

（周知パンフレット）

※クオータ制：男女間に著しい格差がある場合に、不利益を受ける側に機会を提供し、実質的な機会均等を実現するための措置として女性枠や一定数を割り当てるもの

世界の事例 ※女性比率が高い国では、下記以外にも、政府・業界がそれぞれ女性活躍推進のための取組を積極的に推進

【業界】

・航空会社独自に操縦士の目標とする女性採
用比率を定め表明(カンタス航空は2035年までに50%、

ヴァージン航空は2018年度に新採女性比率56%を達成）

(具体例) ※入学者に占める女性割合
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対策の方向性① なり手拡大

１．なり手拡大

（２）官民連携による戦略的広報（アンコンシャスバイアス解消！）

・「操縦士＝男性」、「整備士＝男性」とのイ
メージを払拭する広報活動を、官民連携して戦
略的・継続的に実施

女性の学生に加え、幼少期や、親・教師へのアプローチ

正確な身体検査基準（矯正視力可など）

育児中の職員（女性だけではなく夫婦での育児姿等）

※航空業界の裾野拡大に
向け官民連携による戦略
的広報活動を行う組織
（Ｒ７年4月設置予定)

①入学要件見直し ②女性枠の設置 ③受け入れ体制充実

・身長要件(158cm未満)を撤廃。
試験時にシミュレータで操作
能力を確認(R8年度募集目途)

・航空会社等を参考に、入学
試験科目から数Ⅲ等の理系専
門科目を削除(R9年度募集目途)

・女性が少ないこと自体が
最大の女性参画の阻害要因

・裾野拡大は喫緊の課題で
あり、即効性のある対策と
して、暫定的に同校に女性
枠を設置（R9年度募集目途）

・学生が、安全・安心・快適
に過ごせる環境の整備（現
在：相部屋、シャワールーム共用、

男子学生と階共有）。女性教官
の増加等ソフト面での対応も
必要

・同校で実施中の建て替え等
調査の結果をもとに順次実施

・ Ｒ7年度設置予定の「航空広報戦略推進協議
体※」において実施に向け検討(R7年度目途)

・航空局

・業界団体
・航空会社

・養成機関

協議体イメージ

（１）(独)航空大学校の女性活躍に向けた３つの改革

・国内先行事例や諸外国の事例等を参考に「１．なり手拡大」「２．職員の定着」について
の対策の方向性を検討

※別紙①参照
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対策の方向性② 職員の定着

２．職員の定着

(１)育休等に配慮した国家資格制度の見直し (２)体力面での不足を補う整備ツールの普及啓蒙

(３)社内風土・意識醸成・コミュニケーション環境整備の推進
（各社の取組と業界連携による協調） 令和７年度～順次

整備 操縦

日本 ２年 ２年

米国 ２年 ２年

欧州 約5年※ 自家用２年

事業用３年

・航空局等が整備士の
「体力面・筋力面」での
不足を補う「整備用工
具・機器」を調査し、航
空会社への周知・共有、
メーカーへの働きかけ
（Ｒ７年度）

・企業単独では困難な取組（キャリアを築く上
での課題・成功体験の共有や相談コミュニケー
ション環境の構築など）ついては、業界団体等
による横のつながりを活かした取組みを進める
とともに、適宜状況を確認・フォローしていく
ことが実効性を高める上でも重要

・ 航空業界は全体的にみると女性比率は高いが、職
種別でみるとジェンダーギャップが大きく、一部の
現場では、孤独感や将来への不安等の声がある状況

・ 改善に向け、各社経営層によるリーダーシップの
もと、現場とも連携の上、同僚、上司・管理職層含
めた社内全体の理解促進・意識醸成等の推進が必要

※40%軽量化、25%コンパクト化

これら対策を通じ、我が国操縦士・整備士分野において世界トップレベルの女性活躍環境を
実現することを目指す（数値目標の例：10年後に女性比率10%）

例：デジタルトルクレンチ

※別紙③参照

・欧州では直近の整備経験を条
件に、学科試験合格から実地
試験の受験まで約５年を許容

・我が国でも、欧州の例を参
考に、最近の働き方にあった
資格制度へ見直しを進める
（Ｒ７年度上期）

※学科試験の受験から実地試験合格までを
10年と規定(学科試験の合格見込みが大
体５年程度)。

実地試験受験には最近の整備経験が必要

個社毎の取組 業界の取組

※別紙②参照



（参考）航空業界における職種ごとの女性比率

○航空運輸業においては、客室乗務員や旅客グランドハンドリング職員は女性が多い一方で、操縦士や整備士、ランプグラ
ンドハンドリング職員などは女性の割合が低い

女性比率 考えられる課題

操縦士 ・「男性の仕事」「理系人材」という先入観

・業務の特性上、シフト制や到着地でのステイなど、
出産・育児等との両立

客室乗務員
・業務の特性上、海外を含めて出張も多く、出
産・育児等との両立

整備士

・「男性の仕事」「力仕事」「３Ｋ（きつい、汚い、
危険）」という先入観

・更衣室、トイレ、シャワールーム等の職場環境

・屋外での作業や危険物の取り扱い

・出産・育児等との両立

グランドハンドリング
（ランプ）

グランドハンドリング
（旅客）

・出産・育児等との両立

女性比率
1.9%

9,779 人

2,436 人

女性比率
5.1%

女性比率
19.9%

女性比率
87.7%

40 人

13,053 人

女性比率
99.77%

1,554 人

11,081 人

142人

7,132人

310人

5,749人
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【操縦士の年齢別男女構成（主要航空会社）】 【整備士の年齢別男女構成（主要航空会社）】

【航空大学校（養成機関）の入学者の男女構成推移】

【女性割合の比較】 【女性割合の比較】

（参考）女性パイロット等の拡大 ～年齢別・他との比較～

0

20

40

60

80

100

120

H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

69人 69人 70人
102人

106人
103人

105人
106人

103人
102人

3人
(4.2%)

3人
(4.2%)

2人
(2.8%)

6人
(5.6%)

2人
(1.9%)

5人
(4.6%)

3人
(2.8%)

2人
(1.9%)

5人
(4.6%)

6人
(5.6%)

（人）

世界 自動車 船員※

4.7%
タクシー 4.2%

バス 1.7%
2.9%

世界 自動車 船員※

3.1% 3.2% 2.9%

※操舵・整備含む
※操舵・整備含む

※海技教育機構（船員(操船と整備含む)）の入学者の女性割合：9.8％(R5年度)

※理工系学部の入学者の女性割合：約17.5％（R3年度）
出典：内閣府「女子生徒等の理工系分野への進路選択における地域性についての調査研究 報告書」

出典：国土交通省交通政策審議会船員部会 配付資料 9

2,905 人
2,253 人 2,095 人 1,673 人

597 人0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

20代 30代 40代 50代 60代

【グランドハンドリング職員の男女構成】

（人）
グラハン（ランプ）合計：9,655人 うち女性2,311人 19.3%

1,273人（30.5%）

425人（15.9%）
290人（12.2%）

192人（10.3%）

80人（11.8%）

【対応】

●業界一丸となった周知広報活動の推進

●更衣室等のハード整備に加え、育児期
にバックオフィス業務に従事することなど
のソフト面も含めた取り組みを推進

休憩室等の整備（シャワールーム）

出典：持続的な発展に向けた空港業務のあり方検討会 配付資料

出典：ICAO Surveys 出典：ハイヤー・タクシー連合会統計調査
令和５年度版交通政策白書

出典：海事局調べ 出典：ICAO Surveys 出典：(一社) 日本自動車整備振興会連合会
自動車特定整備業実態調査結果

出典：海事局調べ

操縦士合計：7,274人 うち女性142人 ： 1.95%

557人

1781人 1722人
2464人

608人

43人

72人 21人

6人

0

1,000

2,000

3,000

20代 30代 40代 50代 60代

（人）

758人
1467人

869人

1822人

833人

207人

66人

29人

7人

1人

0

500

1,000

1,500

2,000

20代 30代 40代 50代 60代

整備士合計：6,059人 うち女性310人 ： 5.12%
（人）
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試験区分に係る具体のイメージ

区分 試験内容 定員
（計108名）

従来試験

78名（P）

※総合型区分
で欠員が出た
場合、従来試
験定員に追加

総合型
区分

（イメージ）

【一般枠】

10名（P）

【女性枠】

20名（P）※

※シミュレータを用い操
縦可能か確認

※筆記試験内容は見直し

•面接
•シミュレータによる
適性検査

・英語[100点]

・総合[250点]

操縦士適性 

時事問題  

数学  （数Ⅲレベル削除）
自然科学  （選択制）

＜一次：筆記試験＞

※第１種航空身体検
査に準じた項目、脳
波含む。

＜二次：身体検査＞ ＜三次：面接＞

• 書類選考（志望理由書、成績証
明書、英語（TOEIC等スコア）

• SPI、操縦士適性検査

• 面接、グループワーク

身体検査、シミュレー
タによる適性検査

別紙①

※１０年以内に１０％の女性比率の達成に向けて仮置きした数字

＜人物中心の評価＞

（導入にあたっては「透明性・公平性」に十分に配慮し、操縦士としての資質のある者を選定するよう、試験方法には工夫が必要）



整備士の国家ライセンスについて
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育休（平均20か月）

学科試験
有効期限切れ

復帰訓練
（約1~2か月）

1年 2年 3年 4年学科試験合格 5年

育休あり
学科試験
再受験

訓練と実務

有効期限2年現制度

実地試験
の受験

実地試験
の受験

• 整備士ライセンス（技能証明）の取得には「学科試験の合格」後に「実地試験合格」が必要

• 現行制度上、学科試験合格後の２年以内に実地試験を受験しなければ、学科試験の結果は無
効（学科試験の有効期間２年）となるところ、

• 育児休暇を取った場合、改めて学科試験を受け直す必要があり負担となるとの意見あり

現在の日本の制度

欧州の
制度

• 学科試験申請から１０年以内※に実地試験を合格する必要

• 実地試験申請の直近１年以内に６月の整備経験が必要

※学科試験申請から合格まで５年程度要することを想定するもので、実質的に、学科試験
合格からは実施試験合格までは５年の期限

別紙②



悩みや成功事例の共有が重要

業界における今後の取組みの方向性

育休後のキャリアが不透明で昇格や資格の
取得が遅れるのではないか等、将来に漠然
とした不安を感じる

女性が少ない職場環境等に
よって相談しづらい 子育て等ライフイベントを挟みながらキャリアを築けた

ことに満足している

制度を活用することでキャリアと家庭の両立は可能

職種問わず子育ての先輩に相談できたことで、周りに
頼ることも必要だと発想を変えることができた

育児をしながらの勉強は負担
が大きい

現役女性操縦士・航空整備士の声（第2回女性活躍推進WG資料より）

• 社内では女性の同業種の同僚が少なく、漠然と抱えた不安を解消できない状況がある
• 一方、制度を上手く活用する等工夫をし、家庭や育児と仕事の両立を図りながら活躍している事例もある

例、キャリアセミナー（体験談）の実施（対面またはオンライン）、SNSを通じたコミュニティの設置 等

裾野拡大の取組みとともに、会社の枠を超えて現役操縦士・航空整備士が情報交換できる
コミュニティを設定

➢ 悩みを共有することで不安の解消に繋げる
➢ 様々なロールモデルに触れることで自分のワーク・ライフ・バランスに合った選択肢を見つける

取組みの
方向性

引き続き航空業界の魅力を発信し裾野の拡大を目指していくとともに、コミュニティを通じた情報交換や
ロールモデルの共有等、職員の定着に向け業界を横断した取組みの実施を検討していく

12

別紙③

※第３回WG定航協・全航連発表資料から抜粋



操縦士・航空整備士の女性活躍推進ＷＧとりまとめ(概要)
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１．検討の背景

２．とりまとめ内容

・今後の操縦士の大量退職時代の到来、整備士の主要養
成機関の航空専門学校の入学数半減を踏まえると、操
縦士・整備士の「裾野の拡大」が必要

・Ｒ６年６月の有識者検討会の中間とりまとめを受け、
有識者ＷＧにて、実態調査等を行い女性活躍の阻害要
因を洗い出し対策をR7年２月にとりまとめ（予定2/19）

１．なり手の拡大

(１) (独)航空大学校の女性比率向上(３つの改革)

（２）官民連携による戦略的広報(R7年度～)

航空大学校の女性比率が５％

改革① 入学要件の見直し(158cmの身長制限撤廃、Ｒ8入学(シミュ

レータで試験時に確認)、数学Ⅲ等の高度な理系科目廃止、R9入学）

改革② 女性枠の導入（暫定的に女性専用の試験枠を設け、顕著

なジェンダーバランスを改善）(Ｒ9入学)

改革③ 受入環境の整備(寮・施設の改善、女性教官の増加等)

(１) ライフイベントに配慮した国家資格制度の見直し(R7上期)

(２)体力面等での不足を補う整備ツールの普及啓蒙(R7年度)

(３)個社・業界全体での風土改革・意識醸成(R7年度～)

課題 整備士資格取得には学科試験合格から２年以内の実地試験受験
が必要。→育休を取ると再度学科試験の受験が必要

現行の２年を５年に延長（直近の整備経験も加味）するなど、
育休等に配慮

２．職員の定着

加齢等による体力面の衰えにより業務継続に不安

航空局等が体力面の不足を補う整備用工具・機器を調査し、
航空会社へ周知、メーカーへ働きかけ

幼少期・教師・両親等を対象とした広報活動を官民連携して
戦略的かつ継続的に実施(R7.4に官民からなる協議体を設置)

「操縦士は男性の仕事」というイメージが定着、女性の学
生が「操縦士」を就職先から無意識に除外

女性が少数で孤独感、育休後のキャリアに不安

経営層と現場の連携による風土改革、業界団体による共通コ
ミュニティーの設定、キャリアパスの共有

目標：「10年後」に世界トップレベルの「10%」の女性比率を実現

取組

課題

取組

課題

取組

課題

課題

取組

日本
操縦士

世界
操縦

国内
タクシー 船員

1.9% 4.7% 4.2% 2.9%

日本
整備士

世界
整備

国内
自動車 船員

5.1%(※) 3.1% 3.2% 2.9%

女性比率

３．女性活躍推進ＷＧ

・R6年10月９日： 第１回WG（現状と課題等）

・ 12月25日： 第２回WG（実態調査を踏まえた論点整理）

・R7年 1月21日： 第３回WG（とりまとめ骨子）

・   2月19日： 第４回WG（とりまとめ）

委
員

開
催
状
況

・ 松尾 亜紀子 慶應義塾大学 理工学部 教授 ※座長
・ 白河 桃子 相模女子大学大学院 特任教授、ジャーナリスト
・ 李家 賢一 東京大学大学院工学系研究科 教授
・ 女性操縦士２名、女性整備士２名、女性管制官経験者１名
・(一社)日本女性航空協会、(一社)全日本航空事業連合会、定期航空協会

※女性整備士の退職率は男性の1.5倍程度

約600
半減半減

約280

H30 R6R4R2

航空専門学校の入学数

0

100

200

300

400

21 25 29 33 37 41 45 49 53 57 61 65

操縦士の年齢構成

将来 山が
シフト
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